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研究内容 
 [1] アニオンおよび溶媒選択性を用いた
Cu(I)-エチレン，カルボニル配位高分子の構
造制御  
 種々の対アニオンの異なるCu(I)前駆体と，4,4'-
bipyrimidine類縁配位子を合目的に組み合わせるこ
とにより，C2H4およびCOが付加した新規なCu(I)-
メタラマクロサイクリックならびに配位高分子を
自己集積化するに始めて成功し，その生成過程に
おける対アニオンならびに合成溶媒選択性を系統
的に解明にした(Figure 1)。このような化合物は，
数少ないアニオンレセプターとなりうるのみなら
ず，生物化学から化学吸着サイトなどの触媒化学
に至る幅広い分野への応用が期待できる(業績[1], 
[3], [7]を参照)。 

  Figure 1. The partial X-ray crystal structure of {[Cu4- 
  (bpm)3(C2H4)3(MeOH)](BF4)4•2H2O•3MeOH}n. 
 
 [2] 多座窒素配位子を用いた新規なIr(III)ヒドリ
ド錯体の合成と混合金属配位高分子の構築 
 Ir(III)ヒドリド前駆体と2,2'-bipyridine系多座窒素配
位子を用いて，新規な配位不飽和サイトを有する単
核および二核Ir(III)ヒドリド錯体を合成し，さらに
Ag(I)イオンと反応させることにより，これまで知ら
れていないAg(I)-Ir(III)ヒドリド混合金属配位高分子
の構築に始めて成功し，そのX線構造および性質を
系統的に特徴付けた。このようにIr(III)ヒドリド錯
体をポリマー化できたことは，触媒化学などの幅広
い分野への応用が期待できる(業績[2], [5]を参照)。 

 
[3] テトラジン類縁配位子を有する多様なCu(I)-エ
チレン付加体の合成とDiels-Alder環化付加反応 
 Cu(I)イオンと多座窒素配位子である 3,6-bis(2-
pyridyl)-1,2,4,5-tetrazine (bptz)を用いて，3つの酸化
還元状態を有するbptzのCu(I)-bptz/C2H4付加体の合
成に始めて成功し，そのX線構造および性質を特徴
付けた(Figure 2)。さらにC2H4とbptzのDiels-Alder環
化付加反応により，3,6-bis(2-pyridyl)-4,5-dihydropyri-
dazine (bpdpyz) が生成することを明らかにした。配
位子の酸化状態を制御し，不安定な反応中間体を特
徴付けたことは意義深い(詳細は業績[4], [6]を参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   Figure 2. The X-ray crystal structure of [Cu2(bpdpyz)- 
   (C2H4)2]2+ cation moiety. 
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